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緒　言

　現在小児好発感染症・学校感染症のサーベイランス
は，主として小児科専門施設での定点観測と各校での
学級閉鎖の状況把握に基づいて行われている．学校感
染症はしばしば学級・学校・小地域単位での流行が見
られ，学級・学校ないし学区・市町村単位での流行状
況把握は，感染症の発生および伝播の様相を探り有効
な予防対策・流行拡大の抑止策を講じる上で有用な情
報となる．
　感染症には，学齢期児童 ( 小・中学生 )での罹患率
が他の年齢階級と比較して高く，かつ他の年齢階級に
も感染拡大しやすいものがあり(とくにインフルエン
ザ)，地域の小・中学校が「培養器」となってその地
域での感染症流行拡大を助長している可能性がある．
したがって流行状況の迅速な把握と分析に基づく対
策が重要と考えられる．しかしながら公的機関による
感染症発生動向調査では，流行状況把握から公開まで
のタイムラグが大きいこと，小地域毎の情報が提供さ
れないことなど制限が大きい．また現在の学校感染症
サーベイランスにおいて，各校毎に集計した欠席情報
は，学校保健法省令・教育委員会訓令に基づき教育委
員会への届出が行われるが，その情報の地域での集
積・学校現場への迅速な還元は現実には十分に行われ
ているとは言い難い．
　本研究は，学校感染症動向の一次情報を各校で直接
把握する各校養護教諭が，インターネットに接続され
ている各校のPCからウェブ経由で感染症情報サーバ
に入力することにより，出席停止の対象となる感染症
については定点観測対象疾患を含めて全数把握し，学
校保健および地域の感染症対策の現場への迅速な情報

還元を目的の一つとする．またこれに基づいて，日々
の地域での感染症流行伝播の様相を探り，行政的・医
療的な介入の効果を予測・評価することで地域の健康
水準を高める手段を明らかにし，さらに地域での，新
興感染症を含む感染症への対応策について検討するこ
とを目的としている．
　なお本研究は，当初 2 ヶ年計画として感染症情報收
集システムの立ち上げ，およびその後の長期に渡る
サーベイランスにより蓄積される感染症情報の解析計
画を立案したが，学内グラント選考委員会・医学研究
センター研究支援管理部門の決定により単年度助成と
なった．したがって本稿は，研究計画途上の進捗状況
報告であることを付記する．

調査対象と方法

　本研究では調査対象を，埼玉医科大学病院の位置
する毛呂山町を中心に大学病院および関連病院がカ
バーしている二次保健医療圏とする計画である．平
成 20 年度は立ち上げ年度として，毛呂山町立小学校 4
校・中学校 2 校および坂戸市立小学校 13 校・中学校 8
校を対象とした．
　感染症情報收集システムとして，html，PHP，およ
びJavaScriptを用いウェブサーバ上に構築された対話
式の情報登録・集計・閲覧システムを用い，インター
ネットに接続された各校のPCからウェブブラウザを
用いて入力・閲覧する方式を取った．入力された情報
はMySQLを核として保存・管理され，フロントエン
ドからの問い合わせに応じて過去の入力履歴・感染
症情報の集計結果等をウェブブラウザに表示させた．
ウェブサーバには，学外レンタルサーバを利用した．
入力者は各校養護教諭または担当者であり，各校毎に

「感染症情報登録」および「集計結果閲覧」メニューに
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アクセス可能な制限 ID・パスワードを発行した．遠隔
管理用 IDはさらに「CSV形式データ出力」および「ユー
ザマスタメンテナンス」メニューにアクセス可能と
した．図 1に，本システムにログイン後表示されるメ
ニュー画面を示す．收集した感染症情報は，「集計結果
閲覧」メニューから参照可能なものの他，週報として
各校担当者および教育委員会にフィードバックした．

結果と考察

　現在，2009 年第 24 週までの学校感染症情報を把
握しており，感染症情報サーバの「集計結果閲覧」メ
ニューへのアクセスにより，データ入力後即時閲覧可
能な感染症発生状況の他，週毎に金曜までの動向を埼
玉県および全国の感染症流行状況と併せて1-2ページ
に要約した「埼玉医科大学感染症情報収集システム週
報」を発行し，各校および教育委員会に還元している 
( 図 2，図 3)．なお，本システムでは，新規情報入力後
リアルタイムでの流行状況閲覧が可能ではあるもの
の，地区別・学校別の流行状況表示等のウェブブラウ
ザ上での閲覧については今後の課題となる．また，初
等・中等教育の現場におけるコンピュータ支援教育
は従来より進められて来ているものの，学校保健現場
でのコンピュータ/インターネットリテラシーやIT 技
術活用のためのインフラは未だ十分とは言い難く，そ
のためインターネット経由 (メールおよびウェブ) 以
外にFAXも併用してデータエントリー・情報還元を実
施してきている．
　2009 年 6 月時点で，学校保健現場での一次利用者で
ある各校養護教諭に本システムによる還元情報をどの
ように利用しているか・今後学校関係者だけでなく
一般への公開可否等についてアンケート調査を実施
した．利用方法については，「職員会議で提示」，「掲

図 1. 感染症情報收集システムメニュー画面．各校
担当者には制限 IDが発行され，「感染症情報」およ
び「集計結果閲覧」メニューにアクセス可能である．
また遠隔管理用 IDはさらに，CSV 形式での「データ
出力」および「ユーザマスタメンテナンス」メニュー
にアクセス可能とした．

図 2. 2009年5月27日～ 2009年6月16日の毛呂山町におけるA群溶血性連鎖球菌咽頭炎
の発生状況．「集計結果閲覧」メニューから参照可能となっている．
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示板に掲示」，「他校の状況を知り感染症拡大の予防
に役立てる」，「保護者への情報提供」などの回答が多
く，また一般公開については「条件付で賛成」が大半で
あった．公開する際の条件として，「学校名を伏せる」，

「保護者・学校関係者・医療機関等に限定」とするもの
が多かった．本システムにより集積された情報の一般
公開については，今後関係者と意見交換ならびに調整

を図り，適切な情報還元とその活用を進めてゆきたい
と考えている．
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